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表 紙 の 言 葉
　当院での仕事は時間との闘いです。毎朝早めに出勤し
入院患者さんたちが朝食を摂る前に回診を済ませていま
す。休日も早朝に目覚めてしまうことが多く、数年前か
ら百合が原公園に出かけて花の写真を撮るようになりま
した。

石田　貴之

腎臓内科
副医長

　今年度も９分野11名の認定看護師主催による、「ＣＮセミナ
ー」を開催します。
　患者のＱＯＬを高める要因の一つとして看護実践力があげら
れ、正しい知識に基づいた確実な技術の提供が必要になります。
そこで、市立札幌病院ＣＮ（認定看護師）看護実践サポート委員
会では、認定看護師の持つ知識と技術を活用し看護の質向上に貢
献したいと考え、院内・地域の看護職員を対象としたＣＮセミナ
ーを開催しています。昨年度は公開セミナーを２回開催し、地域
から多くの看護職員の参加と今後のセミナーへのご意見をいただ
く事ができました。地域完結型医療の推進を目指す当院として、
地域の看護職員のニーズを反映し、医療機関と地域における看護実践力の向上に向けた支援となることをねがい、
今年度も４回の公開セミナーを企画しました。
　第１回目は、７月19日に開催予定です。「在宅におけるストーマケアの基本、注意しなければならない症状」と
して皮膚・排泄ケア認定看護師がケアの実際、気をつけたいポイント、上手くいかない原因と工夫などをお伝えし
ます。
　今後は以下の予定で公開セミナーを開催いたします。つきましては、皆様にご周知いただくとともに、ぜひ多く
の看護職員の皆様にご参加いただけますようご案内いたします。

　　ＣＮ（認定看護師）セミナーのご案内　　ＣＮ（認定看護師）セミナーのご案内

市立札幌病院ホームページもご利用ください。 http://www.city.sapporo.jp/hospital/

 
第１回
７月19日

第２回
10月７日

第３回
12月13日
第４回
２月17日

皮膚排泄ケア
佐藤　明代

糖尿病看護
阿部　てるみ

がん性疼痛看護
小松　智子
感染管理
土佐　理恵子

ストーマケアの基本からトラブル事例を基にアセスメ
ント方法について
自宅での、食事療法・運動療法・薬物療法についての
実際について。さらに、高齢糖尿病患者の特徴と自己
管理のポイント及びその支援について
痛みのメカニズム、がん性疼痛における薬物療法につ
いて

静脈ポートの利点、具体的な使用方法などについて

在宅における
ストーマケアの基本

在宅での糖尿病看護

がん性疼痛看護の
基本
感染管理の視点から
のポート管理

日　程 概　　　要 講　師テ　ー　マ


